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八
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一
、
は
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き

　
最
近
わ
が
国
の
各
産
業
に
お
い
て
大
企
業
の
独
占
が
し
ば
し
ぱ
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
マ
ソ
モ
ス
企
業
が
出
現
し
、
こ

れ
ら
の
般
新
設
騰
は
中
小
企
業
を
圧
倒
す
る
傾
向
に
あ
る
。
海
運
の
場
合
は
こ
う
し
た
一
般
産
業
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
様
相
を
示

し
て
い
る
。
日
木
○
海
運
は
明
治
以
来
、
補
助
政
策
を
通
じ
て
発
達
し
て
来
た
が
、
こ
Ｏ
補
助
金
は
主
と
し
て
目
本
郵
船
．
大
阪
商
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本
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け
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岡
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船
な
ど
○
杜
船
に
与
え
ら
れ
た
も
○
で
あ
る
。
そ
し
て
杜
船
は
補
助
政
策
に
よ
っ
て
資
本
を
蓄
積
し
、
定
期
航
路
に
圧
倒
的
な
優
位

を
占
め
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
敗
戦
に
よ
っ
て
こ
の
形
態
は
根
本
的
に
変
化
し
た
。
商
船
隊
は
壌
減
し
、
補
償
金
は
切
捨
て
ら
れ
、
補
助
金
は
廃
止
せ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
も
は
や
杜
船
と
言
う
呼
び
名
も
な
く
な
り
、
日
本
の
海
運
企
業
の
企
業
基
盤
は
一
様
に
脆
弱
化
し
た
。
そ
の
上
、
負
債
過

多
と
高
金
利
の
た
め
、
そ
の
経
営
は
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
貧
し
い
わ
が
国
海
運
界
に
お
い
て
も
や
は
り
独
占
形
態

は
復
活
、
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
の
船
腹
拡
充
政
策
で
あ
る
計
画
造
船
は
大
手
筋
船
主
を
中
心
に
国
家
の
政
策
に
よ
っ
て
中

小
船
主
た
る
オ
ー
ナ
ー
に
対
す
る
支
配
を
固
め
た
。
こ
の
結
果
、
定
期
航
路
の
部
面
で
大
手
筋
船
主
の
独
占
は
一
〇
〇
％
に
近
く
、

全
船
部
面
で
も
八
割
近
く
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
大
手
筋
船
主
の
数
は
十
三
杜
に
上
り
、
戦
前
の
郵
、
商
船
の
占
め
た
地
位
に
代
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
十
三

杜
の
中
に
も
大
船
主
・
中
船
主
の
相
異
は
あ
り
、
企
業
規
模
も
相
当
異
っ
て
い
る
。
だ
が
、
企
業
内
容
は
余
り
優
秀
で
は
な
く
、
他

産
業
の
よ
う
に
白
由
競
争
に
よ
っ
て
中
小
船
主
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
大
船
主
程
コ
ス
ト
が
高
い
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
独
占
形
態
を
完
成
す
る
た
め
に
企
業
の
合
同
集
約
、
オ
ー
ナ
ー
に
対
す
る
支
配
政
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
海
運
の
特
殊
条
件
と
し
て
他
産
業
船
主
な
い
し
、
外
国
船
主
と
の
競
争
が
あ
る
。
現
在
、
海
運
界
で
は
ス
ー
バ
ー
タ
ソ

ヵ
ー
や
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ャ
ー
た
ど
の
超
大
型
船
が
出
塊
し
、
経
済
成
長
に
伴
な
っ
て
旺
盛
な
需
要
を
芯
起
し
て
い
る
。
こ
の
超
大
型

船
保
有
を
め
ぐ
っ
て
日
本
の
造
船
工
業
と
結
び
つ
い
た
外
因
船
と
の
競
争
、
さ
ら
に
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ァ
ル
キ
ャ
リ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る

荷
主
産
業
の
傘
下
船
主
と
の
競
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
企
業
基
盤
の
弱
い
日
本
海
運
の
立
場
は
こ
○
点
、
非
常
に
苦
し
い
が
、
大
千
筋
船
主
は
運
航
而
の
独
占
を
確
保
す
る
た
め
に
因
家



政
策
に
依
存
し
、
荷
主
産
業
と
の
妥
協
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
市
場
○
独
占
を
め
ぐ
る
目
本
海
運
○
問
題
は
注
目

す
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
こ
こ
に
実
情
を
報
告
し
、
ン
、
○
本
質
を
論
じ
た
い
と
思
う
。

二
、
戦
前
に
お
け
る
社
船
の
独
占

　
一
　
明
治
時
代
の
補
助
政
策

　
わ
が
国
海
運
の
資
本
主
義
的
発
達
は
国
家
の
手
厚
い
補
助
政
策
に
姶
ま
る
。
鎖
国
に
よ
っ
て
世
界
の
水
準
か
ら
立
遅
れ
、
貧
弱
な

大
和
型
帆
船
隊
を
所
有
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
日
本
海
運
を
急
速
に
先
進
諸
国
に
追
着
か
せ
、
近
代
的
商
船
隊
を
建
設
す
る
に
は
、

国
家
の
補
助
政
策
に
よ
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
明
治
初
期
の
補
助
金
は
決
し
て
海
運
企
業
全
般
に
わ
た
っ
て
与
え
ら
れ
た
も

の
で
な
く
、
特
定
の
助
成
企
業
に
限
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
既
に
明
治
八
年
五
月
大
久
保
利
通
が
三
条
大
政
大
臣
に
上
申
し
た
建
議
書
は
「
商
船
事
務
三
様
の
区
分
」
と
し
て
一
、
人
民
の
独

立
企
業
に
対
す
る
保
護
、
二
、
国
内
船
主
を
結
合
さ
せ
て
こ
れ
に
対
し
て
保
護
す
る
方
法
、
三
、
海
運
因
有
国
営
の
三
形
態
を
挙
げ
、

結
局
、
第
二
の
特
定
企
業
に
対
す
る
補
助
政
策
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
そ
の
後
も
一
貫
し
て
と
ら
れ
、
郵

便
蒸
汽
船
、
三
菱
会
杜
、
共
同
運
輸
と
引
続
い
て
保
護
を
加
え
て
来
た
。
そ
の
方
法
は
政
府
所
有
船
の
無
償
払
下
げ
．
貨
下
げ
．
経

営
補
助
金
の
交
付
・
政
府
出
資
・
船
舳
払
下
げ
代
金
の
永
年
賦
払
い
・
船
舶
購
入
代
金
の
政
府
よ
り
の
長
期
貸
下
げ
等
で
、
三
菱
会

杜
の
如
き
は
明
治
十
八
年
に
日
本
郵
船
に
合
併
す
る
ま
で
に
１
合
計
五
〇
四
．
七
万
円
の
補
助
金
を
受
け
収
り
「
無
類
保
護
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

　
明
治
十
七
年
の
大
阪
船
主
の
合
同
に
よ
る
大
阪
商
船
の
創
立
、
十
八
年
の
共
同
運
輸
．
三
菱
会
杜
の
合
併
に
よ
る
目
本
郵
船
の
設
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立
に
よ
っ
て
、
二
大
杜
船
が
出
現
し
た
が
、
郵
船
に
は
年
八
八
万
円
の
補
助
金
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
そ
○
他
の
一
般
船

主
に
は
何
の
補
助
金
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
在
来
の
一
般
船
主
は
大
和
型
帆
船
か
ら
汽
船
に
転
換
す
る
こ
と
が
出
来

ず
、
漸
く
西
洋
型
帆
船
を
保
有
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
明
治
十
八
年
の
わ
が
国
保
有
船
腹
は
汽
船
八
万
九
千
総
屯
、
帆
船
五
万
一
千

登
薄
屯
で
あ
っ
た
が
汽
船
の
四
分
の
三
に
当
る
六
万
八
千
屯
が
郵
船
の
所
有
で
あ
り
、
商
船
を
含
め
た
両
杜
の
船
腹
は
約
六
割
を
占

め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
七
～
八
年
の
日
清
戦
争
を
通
じ
て
、
わ
が
国
商
船
隊
○
拡
充
の
必
要
が
痛
感
せ
ら
れ
た
後
、
明
治
二
十
九
年
に
は
三
補

助
金
の
制
度
が
制
定
せ
ら
れ
、
漸
く
一
般
法
規
に
よ
る
補
助
時
代
に
入
っ
た
。
航
路
補
助
金
・
造
船
奨
励
金
・
航
海
奨
励
金
が
こ
れ

で
あ
る
。
こ
の
金
額
は
第
一
次
大
戦
ま
で
に
一
億
三
干
万
円
の
巨
額
に
上
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
海
運
は
飛
躍
的
に
発
展
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
で
も
こ
れ
ら
の
補
助
金
は
主
要
会
杜
に
集
中
し
た
。
日
本
郵
船
・
大
阪
商
船
の
両
杜
と
明
治
四
十
年

に
こ
の
両
杜
の
傘
下
と
し
て
設
立
せ
ら
れ
た
日
清
汽
船
、
そ
れ
に
浅
野
船
舶
部
か
ら
発
展
し
た
東
洋
汽
船
の
四
杜
が
杜
船
と
呼
ば
れ
、

こ
れ
ら
四
杜
だ
け
で
大
正
元
年
ま
で
に
約
一
億
一
干
万
円
の
補
助
金
を
独
占
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
明
治
後
期
祉
船
補
助
金
（
明
治
三
〇
年
～
大
正
元
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
円

　
日
本
郵
船
　
　
　
六
九
、
八
八
二

　
大
阪
商
船
　
　
　
二
〇
、
六
七
〇

　
東
洋
汽
船
　
　
　
一
八
、
五
五
七

　
日
清
汽
船
　
　
　
　
四
、
七
四
五

　
　
計
　
　
　
　
一
一
三
、
八
五
四

　
こ
う
し
た
、
優
秀
船
　
　
船
助
金
　
　
定
期
航
路
－
二
言
・
）
刈
船
Ｏ
経
営
に
対
し
て
、
船
価
○
安
い
船
舳
と
船
費
○
安
い
経
営
で
不



定
期
航
路
に
進
出
し
た
の
が
杜
外
船
で
あ
っ
た
。
ン
、
し
て
、
杜
外
船
の
船
腹
も
日
露
戦
争
の
前
後
を
通
じ
て
相
当
に
増
加
し
た
。
明

治
末
年
に
は
杜
船
四
杜
の
合
計
屯
数
は
五
四
万
総
屯
と
わ
が
国
全
汽
船
屯
数
－
三
七
．
五
万
総
屯
に
対
し
て
約
四
割
程
度
と
な
っ
て

い
る
・
し
か
し
、
杜
船
に
は
優
秀
船
が
多
く
、
杜
外
船
に
は
低
性
能
船
が
多
か
っ
た
の
で
実
質
上
の
力
は
こ
れ
以
上
で
あ
る
。

　
二
　
策
一
次
大
戦
以
後
昭
和
初
年
ま
で

　
第
一
次
大
戦
当
時
は
未
曾
有
の
海
運
ブ
ー
ム
を
現
出
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
補
助
金
は
も
は
や
無
力
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
造

船
奨
励
金
は
廃
止
せ
ら
れ
、
航
路
補
助
金
だ
け
が
残
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
運
賃
を
制
約
し
て
却
っ
て
不
利
を
来
た
す
位
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
は
杜
外
船
は
急
激
に
増
加
し
、
か
つ
海
運
界
以
外
か
ら
も
大
量
の
資
本
が
杜
外
船
主
と
し
て
流
入
し
て
来
た
。
そ
れ
で
、

大
戦
中
を
通
じ
て
杜
外
船
の
船
腹
は
激
増
し
、
大
正
十
一
年
に
は
杜
船
　
　
小
有
屯
数
は
わ
が
国
船
腹
の
三
分
の
一
程
度
に
な
っ
て
、
！
、

の
割
合
が
減
退
し
た
。

　
し
か
し
、
戦
後
の
反
動
不
況
と
と
も
に
杜
外
船
の
地
位
は
再
び
衰
え
始
め
た
。
海
運
恐
慌
は
船
価
と
運
賃
を
暴
落
さ
せ
、
多
く
の

杜
外
船
主
が
倒
産
し
た
。
そ
し
て
、
戦
争
の
終
了
と
と
も
に
国
際
汽
船
が
、
川
崎
造
船
所
を
背
景
に
預
金
部
資
金
の
援
助
に
よ
っ
て

設
立
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
五
〇
万
重
量
屯
の
船
腹
を
持
ち
、
郵
船
、
商
船
に
次
ぐ
第
三
の
勢
力
を
形
成
し
た
が
、
補
助
金
は
な
く
、

船
価
は
高
く
、
負
債
は
多
く
、
到
底
、
杜
船
と
は
比
較
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
第
三
の
杜
船
で
あ
っ
た
東
洋
汽
船
は
ダ
ラ
ー

汽
船
と
の
競
争
に
敗
れ
て
、
大
正
十
四
年
に
定
期
船
部
門
を
郵
船
に
合
併
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
海
運
界
に
は
大
き
な
不
況
が
続
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
日
本
郵
船
は
浅
間
．
秩
父
．
龍
田
を

始
め
と
す
る
九
隻
○
優
秀
定
期
船
を
建
造
し
、
定
期
航
路
に
お
け
る
郵
船
の
地
位
を
圧
到
的
に
優
勢
と
し
た
。
ま
た
大
阪
商
船
も
デ

ィ
ー
ゼ
ル
船
を
腔
造
し
、
両
杜
船
は
大
戦
中
の
杜
外
船
の
進
出
に
対
し
て
強
力
な
捲
き
返
え
し
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
、
１
、
し
て
こ

　
　
　
月
本
海
運
に
お
け
る
独
占
形
態
（
岡
庭
）
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五
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三
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
（
三
八
二
）

れ
は
航
路
補
助
金
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
、
当
時
の
不
況
下
に
あ
っ
て
両
杜
の
利
益
は
ほ
と
ん
ど
補
助
金
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
補
助
金
収
入
を
引
当
て
と
し
て
低
利
な
杜
債
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
低
船
価
時
代
に
優
秀
船
を
保
有
す
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
あ
る
。

金
助
剛

補
千

船
位

商
蝉郵のでま年初和昭りよ期末正大
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郵

２
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２

２

２

２

３

３
３

４

本

金

２

６

９

２

７
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Ｏ
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益
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８

９
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ｏ

つ
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）
だ
０

５
Ｏ
Ｑ
ｏ

８

３

，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
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３

８

』
１
禾

８
５
３
３
３
５
５

，
　
　
，

日

（
Ｏ
（
〇
一
Ｌ
Ｏ

１

１

■

■
■

傘
下
の
定
期
航
路
の
船
腹
は
二
一
〇
万
総
屯
に
上
り
、

こ
の
よ
う
な
定
期
航
路
の
独
占
に
は
航
路
補
助
金
が
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
一
方
、
不
定
期
船
を
主
と
す
る
礼
外
船
巾
に
も
定
期
用
船
に
よ
る
運
航
が
増
加
し
、
三
井
・
山
下
・
大
同
・
川
崎
等
の
諸
糺
は
不

定
期
船
市
場
に
大
き
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
十
三
年
頃
に
は
わ
が
国
不
定
期
船
の
船
腹
柵
は
約
五
〇
〇
万
東
批
屯

　
三
　
戦
前
及
び
戦
時
中
の
状
況

　
こ
う
し
て
、
不
況
期
問
を
通
じ
て
郵
商
船
の
力
は
圧
倒
的
に
強
力
と
な
っ

た
。
高
船
価
、
負
債
過
多
の
た
め
苦
し
い
経
営
を
続
け
た
国
際
汽
船
は
船
舶

の
売
却
と
優
秀
船
の
建
造
に
よ
っ
て
漸
く
業
績
を
町
復
し
た
が
、
昭
和
一
一

年
に
は
銀
行
持
株
や
資
権
の
肩
代
り
に
よ
っ
て
大
阪
商
船
の
傘
下
に
入
れ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
外
、
大
船
主
に
よ
る
中
小
船
主
の
集
約
は
相
当
見
ら

れ
、
こ
と
に
大
、
，
．
舳
船
は
多
数
の
船
主
を
支
配
下
に
お
き
、
海
運
ト
ラ
ス
ト

を
形
成
し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
十
一
年
頃
に
は
郵
・
商
両
杜
の
支
配
船
腹

は
合
計
一
七
三
万
総
屯
に
上
り
、
全
船
腹
四
〇
五
万
総
屯
の
四
三
％
を
占
め

た
の
で
あ
る
。
こ
と
に
定
期
航
路
の
独
占
は
強
く
、
郵
商
両
礼
と
そ
の
資
本

わ
が
国
主
要
定
期
航
路
ニ
ハ
○
万
総
屯
の
四
分
の
三
を
占
め
た
の
で
あ
る
。



で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
三
一
五
万
重
量
屯
が
三
井
・
山
下
・
川
崎
・
大
同
・
国
際
（
商
船
傘
下
）
．
の
五
杜
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
船
腹
は
自
杜
船
の
ほ
か
は
自
由
用
船
に
よ
る
も
の
で
、
郵
商
両
杜
の
よ
う
な
因
家
の
補
助
金
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
用
船
関
係
を
通
じ
て
貸
船
者
す
な
わ
ち
オ
ー
ナ
ー
に
対
す
る
株
式
保
有
、
共
同
出
資
に
よ
る
新
会
杜
設
立
等
い
わ
ゆ
る
系

列
関
係
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
船
主
の
中
小
船
主
に
対
す
る
系
列
関
係
．
運
航
市
場
の
独
占
は
戦
時
中
の
海
運
国

営
に
よ
っ
て
一
挙
に
強
行
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
船
舶
運
営
会
は
軍
徴
用
以
外
の
全
船
舶
を
借
上
げ
、
国
営
を
担
当
し
た
が
、
そ
の

実
務
は
運
航
実
務
者
と
言
わ
れ
る
主
要
海
運
企
業
に
依
托
さ
れ
た
。
こ
の
運
航
実
務
者
は
昭
和
十
八
年
に
は
二
四
杜
に
集
約
さ
れ
た
。

し
か
し
二
四
杜
の
う
ち
に
は
特
殊
部
門
や
大
船
主
の
傘
下
企
業
が
あ
っ
て
、
事
実
上
は
日
本
郵
船
．
大
阪
商
船
．
三
井
船
舶
．
山
下

汽
船
・
辰
馬
汽
船
・
川
崎
汽
船
の
五
礼
で
大
部
分
を
占
め
、
こ
の
五
杜
の
運
航
船
腹
は
五
〇
〇
万
重
母
屯
に
上
っ
た
の
で
あ
る
。
一

方
、
二
四
杜
の
運
航
実
務
老
以
外
の
船
主
は
純
船
主
と
し
て
こ
れ
ら
大
船
主
に
定
期
用
船
さ
れ
、
さ
ら
に
船
主
統
合
に
よ
っ
て
合
併

集
約
を
強
要
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
船
主
統
合
に
際
し
て
大
船
主
の
系
列
支
配
は
強
化
さ
れ
、
例
え
ば
三
井
船
舶
は
約
五
〇
礼
の

船
主
を
自
礼
お
よ
び
一
四
杜
の
傘
下
船
主
に
統
合
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
戦
時
中
の
統
合
は
最
も
極
端
な
独
占
形
態
で
あ
り
、
ン
、
の

上
、
戦
争
で
大
最
の
船
舳
が
失
な
わ
れ
た
為
、
戦
争
が
終
っ
た
時
に
は
船
舶
を
所
有
し
て
い
る
海
連
企
業
は
煤
に
一
〇
〇
杜
程
に
減

少
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
戦
後
の
計
画
造
船
と
大
手
筋
船
主

戦
争
に
よ
っ
て
日
本
商
船
隊
は
壌
減
し
た
が
、
ン
、
れ
と
と
も
に
郵
商
船
○
独
占
形
態
も
崩
壌
し
た
。
職
争
直
後
の
郵
商
船
Ｏ
残
作
船

腹
は
二
七
万
総
屯
で
わ
が
因
全
船
腹
の
二
割
に
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。
羊
し
て
、
郵
商
船
が
某
盤
と
し
た
補
助
政
策
も
廃
止
さ
れ
、

　
　
　
日
本
海
運
に
お
け
る
独
占
形
態
（
岡
庭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
三
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
一
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
三
八
四
）

杜
船
と
言
う
呼
称
も
な
く
な
っ
た
○
で
あ
る
。
こ
れ
に
代
っ
て
新
し
く
大
手
筋
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
十
三
杜
が
登
場
し
、
新

し
い
独
占
形
態
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
戦
争
直
後
に
経
済
政
策
は
一
般
に
財
閥
の
解
体
・
独
占
の
禁
止
と
言
う
方
向
を
と
っ
た
が
、
海
運
で
も
こ
の
傾
向
は
強
く
、
郵
商

船
始
め
大
手
筋
船
主
の
大
部
分
は
制
限
会
杜
と
さ
れ
た
。
そ
の
上
、
初
期
の
計
画
造
船
は
自
由
入
札
制
を
と
っ
た
の
で
、
大
手
筋
船

主
の
合
格
は
少
な
く
、
四
次
ま
で
に
総
数
九
一
隻
一
八
万
総
屯
中
、
八
隻
、
三
・
二
万
総
屯
と
僅
に
一
八
％
足
ら
ず
を
占
め
た
。

　
ン
、
れ
が
、
昭
和
二
十
五
年
の
民
営
還
元
当
時
か
ら
再
び
大
手
筋
中
心
の
政
策
に
変
化
し
姶
め
た
。
二
十
四
年
秋
の
五
次
計
画
造
船

以
来
、
自
由
入
札
制
は
廃
止
さ
れ
、
運
輸
省
の
割
当
制
度
と
な
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
大
手
筋
の
割
当
は
増
加
し
、
郵
・
商
・
三
井
・

飯
野
の
四
杜
で
二
二
％
、
十
三
大
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
四
八
％
の
比
率
を
示
し
た
。
こ
の
比
率
は
六
次
以
後
ま
す
ま
す
増
加
し
、
時
に

増
減
し
な
が
ら
も
、
概
し
て
集
中
の
傾
向
を
見
せ
た
。
最
も
極
端
な
の
は
二
十
八
年
の
九
次
前
期
の
場
合
、
四
杜
で
四
四
％
、
十
三

杜
で
九
四
％
を
独
占
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
般
に
中
小
船
主
に
比
較
的
に
割
当
が
多
い
時
は
建
造
量
が
多
い
時
で
、
船
価
は
高
く
、
財
政
資
金
○
融
資
額
が
少
な
い
と
言
う

不
利
な
時
で
あ
る
。
ン
、
し
て
不
況
期
に
は
船
価
が
安
く
、
財
政
資
金
の
割
合
が
多
い
が
、
建
造
屯
数
は
少
な
い
の
で
、
大
手
筋
で
独

占
す
る
割
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
ン
、
れ
で
計
画
造
船
で
は
大
手
筋
船
主
は
ン
、
の
割
当
鈷
以
上
に
有
利
た
収
扱
い
を
受
け
た
と
言
い
得

る
の
で
あ
る
。

　
昭
和
三
十
一
年
頃
ま
で
の
わ
が
国
海
運
界
の
実
情
は
各
船
主
と
も
白
己
資
本
を
ほ
と
ん
ど
持
た
ず
、
ま
た
、
民
閉
の
金
融
機
関
か

ら
○
借
入
金
で
新
造
船
を
腔
造
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
僅
に
船
質
○
良
く
な
い
中
古
船
が
輪
入
せ
ら
れ
た
程
度

で
あ
る
。
そ
れ
で
、
海
運
企
業
の
船
腹
拡
充
は
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
計
画
造
船
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
戦
後
○
計
画
造
船



は
金
利
も
高
く
、
ま
た
、
船
価
の
高
い
時
に
多
く
建
造
せ
ら
れ
る
等
、
必
ず
し
も
有
利
と
は
言
え
な
い
が
、
と
に
か
く
財
政
資
金
の

長
期
顧
資
が
な
け
れ
ば
船
舶
建
造
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
○
よ
う
に
計
画
造
船
と
言
う
も
○
は
戦
後
の
海
運
復
興
の
中
心
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
計
画
造
船
で
大
手
筋
中
心
の
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
必
然
的
に
独
占
形
態
を
現
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
産
業
の
民

主
化
が
唱
え
ら
れ
、
財
闘
が
解
体
せ
ら
れ
て
僅
六
数
年
で
再
び
こ
の
よ
う
な
独
占
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
不
思
議
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
表
面
上
は
大
船
主
優
先
と
言
う
言
葉
は
ど
こ
に
も
現
わ
れ
て
い
な
い
。
計
画
造
船
の
船
主
詮
衡
の
方
針
は
大
体
、
運

輸
大
臣
の
諮
門
機
関
で
あ
る
海
運
造
船
合
理
化
審
議
会
の
答
申
案
に
よ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
る
場
合
に
は
「
運
航
計
画
の
緊
要

な
も
の
」
　
（
八
次
船
）
と
か
「
緊
急
に
準
傭
を
必
要
と
す
る
定
期
航
路
に
最
も
適
す
る
船
舶
を
優
先
的
に
選
定
す
る
」
　
（
九
次
前
・

後
期
）
と
言
う
よ
う
杢
言
葉
を
用
い
た
り
、
さ
ら
に
「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
オ
ー
ナ
ー
に
優
先
す
る
」
　
（
七
次
後
期
）
　
「
定
期
船
の
雄

造
に
つ
い
て
は
「
オ
ー
ナ
ー
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の
関
係
が
特
に
緊
密
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
」
の
み
オ
ー
ナ
ー
に
割
当
て
た

り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
方
針
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
基
く
各
回
の
割
当
て
は
別
表
の
よ
う
に
大
手
筋
に
著

し
く
か
た
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
、
大
千
筋
船
主
は
単
に
白
礼
の
割
当
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ー
ナ
ー
に
対
す

る
割
当
船
晦
も
系
列
的
用
船
に
よ
っ
て
支
配
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
計
画
造
船
を
通
じ
て
大
手
筋
船
主
の
独
占
形
態
が
形
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
の
場
合
は
職
前
の
よ
う
な

郵
商
二
什
だ
け
の
圧
倒
的
地
位
は
も
は
や
な
く
な
っ
た
。
計
画
造
船
で
こ
の
両
礼
は
毎
同
必
ず
割
当
を
受
け
、
一
回
二
隻
多
い
時
に

は
三
隻
、
四
隻
と
最
、
＾
の
割
当
を
受
け
た
。
し
か
し
、
ン
、
れ
で
も
職
前
の
地
位
は
到
底
同
復
出
米
ず
、
大
正
時
代
の
船
腹
姑
に
も
達

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
今
や
こ
の
両
杜
の
保
有
船
腹
は
わ
が
因
総
船
腹
の
一
割
余
に
過
ぎ
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
次
い

で
三
井
．
飯
野
．
川
崎
○
諦
杜
の
進
出
が
大
き
く
、
さ
ら
に
山
下
・
三
菱
・
大
同
・
新
日
本
・
日
東
・
口
産
・
束
邦
・
日
鉄
の
八
祉

　
　
　
同
木
海
運
に
お
げ
る
独
占
形
態
（
岡
庭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
（
三
八
五
）



立
命
館
経
済
学
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第
十
巻
・
第
三
号
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占独の主船筋手大るけおに船造画計
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一
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；
一

が
続
い
て
い
る
・
こ
苫
十
三
杜
の
合
計
船
腹
は
わ
が
黒
鷲
の
五
割
近
く
に
上
る
Ｏ
で
あ
る
。
驚
以
外
の
十
亙
易
諭
必

ず
し
商
様
で
た
く
・
鐸
・
日
東
は
タ
ソ
ヵ
－
羊
と
し
、
日
産
・
東
邦
・
日
鉄
は
不
定
羅
オ
ペ
レ
、
タ
、
で
あ
る
が
、
三
井
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・
川
崎
・
山
下
・
大
同
・
新
日
本
の
五
杜
が
定
期
航
路
に
進
出
し
た
の
は
戦
後
の
特
徴
で
戦
前
の
郵

．
商
船
の
領
域
に
完
全
に
進
出
し
た
も
の
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
ン
、
の
他
の
三
菱
・
飯
野
・
日
東

も
定
期
航
路
を
経
営
し
、
大
手
筋
船
主
が
ほ
と
ん
ど
定
期
航
路
と
結
び
つ
い
て
い
る
点
が
注
目
を
要

す
る
。

日
本
海
運
に
お
げ
る
独
占
形
態
（
岡
庭
）

四
、
運
航
市
場
の
独
占
と
オ
ー
ナ
ー
支
配

　
以
上
の
よ
う
に
現
在
の
船
舶
保
有
状
況
で
は
郵
商
二
杜
の
直
接
所
有
は
僅
に
一
一
％
で
あ
り
、
大

手
筋
十
三
杜
合
計
で
四
六
％
と
独
占
率
が
比
較
的
に
低
い
よ
う
に
見
え
る
。
最
も
大
船
主
の
船
舶
は

船
質
が
優
れ
て
い
る
の
で
実
質
比
率
は
こ
れ
以
上
で
あ
る
が
、
ン
、
れ
に
し
て
も
集
中
度
が
ン
、
れ
桿
＾

い
と
は
言
え
な
い
。
だ
が
、
船
舶
の
運
航
部
面
で
の
集
巾
度
は
は
る
か
に
高
い
。
す
な
わ
ち
、
別
表

に
見
る
よ
う
に
三
十
五
年
十
月
一
日
現
在
の
わ
が
国
の
運
航
船
腹
は
合
計
九
六
一
万
重
最
屯
で
あ
る

が
、
こ
の
中
の
七
六
％
、
七
二
八
万
重
量
屯
が
十
三
杜
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
十
三

杜
の
傘
下
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
運
航
船
腹
が
約
五
五
万
重
姑
屯
あ
る
の
で
こ
れ
を
加
え
る
と
八
二
％
に

上
る
。
こ
の
中
、
郵
商
二
朴
で
は
一
七
％
（
傘
下
を
加
え
て
二
二
％
）
で
あ
る
が
、
三
井
・
川
崎
・

飯
野
を
加
え
た
五
杜
で
は
四
五
％
（
傘
下
を
加
え
て
五
〇
％
）
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
見
る

と
相
当
高
度
の
独
占
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
対
外
定
期
航
路
の
部
門
で
は
十
三
杜
で
三
〇
五

万
屯
、
九
五
％
と
言
う
高
度
の
独
占
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
内
訳
は
郵
・
商
二
杜
で
二
二
〇
万
重
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三
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量
屯
（
四
〇
％
）
三
井
・
川
崎
・
飯
野
を
加
え
た
五
杜
で

二
四
六
万
重
且
里
屯
（
七
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
大
船
主
は
対
外
定
期
航
路
を
中
心
と
し
、
他
の
中

小
船
主
や
外
国
船
主
か
ら
用
船
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
海
運

市
場
を
独
占
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
戦
前
の
郵
商
船
が
海
運
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ

て
独
占
し
て
い
た
よ
う
に
現
在
で
は
中
小
船
主
の
船
舶
を

用
船
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
手
筋
の
独
占
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
旧
川
船
に
は
通
常
定
期
船
契
約
と
言
う
方
法
が
用
い

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
船
員
の
雇
傭
・
船
舳
修
理
等
の
輸
送

業
務
は
船
主
が
担
光
し
、
用
船
者
が
荷
主
と
輸
送
契
約
を

結
ぶ
も
の
で
、
川
船
考
は
連
賃
を
受
収
り
そ
の
中
か
ら
川

船
料
を
払
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
製
造
工
業
で
の
下
請
生

雌
に
談
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
川
船
契
約
は
船
腹
の

｝
給
調
艦
に
必
、
奥
な
行
為
で
　
そ
れ
ｎ
体
は
本
米
、
何
作

の
支
配
閑
係
を
塊
わ
す
も
ｏ
で
は
な
い
。
硯
在
で
も
外
因

船
の
用
船
竿
は
確
に
ン
、
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
挑
在
の
大



船
主
は
白
杜
で
船
腹
を
保
有
す
る
代
り
に
継
続
肘
に
オ
ー
ナ
ー
の
船
腹
を
用
船
し
て
い
る
。
ン
、
し
て
こ
の
用
船
関
係
を
支
配
す
る
た

め
に
系
列
関
係
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
系
列
用
船
で
は
大
手
筋
船
主
は
オ
ー
ナ
ー
の
船
腹
を
用
船
す
る
権
利
を
持
っ
て

い
る
が
、
そ
の
用
船
料
は
決
し
て
保
証
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
船
舶
の
保
存
に
伴
な
う
利
払
い
、
償
却
等
の
危
険
は
一
切

オ
ー
ナ
ー
が
負
担
す
る
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
収
入
運
賃
の
中
か
ら
自
己
の
用
船
利
益
を
差
引
い
て
用
船
料
を
支
払
う
だ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
系
列
用
船
は
大
船
主
の
有
力
な
収
入
源
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
船
腹
量
は
別
表
の
通
り
大
船
主
程
大
き
く
、
大
船
主
の

運
航
市
場
の
独
占
は
系
列
用
船
に
よ
っ
て
成
立
っ
て
い
る
と
一
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
大
船
主
に
と
っ
て
「
妙
味
の
多
い
」
系
列
用
船

を
形
成
す
る
最
も
大
き
な
原
因
は
や
り
計
画
造
船
に
お
け
る
国
の
政
策
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
方
法
が
採
ら
れ
て
い

る
。　

債
　
務
　
保
　
証

　
計
画
造
船
で
オ
ー
ナ
ー
に
割
当
て
ら
れ
る
の
は
大
船
主
と
の
継
続
的
用
船
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の

緊
密
な
提
携
と
言
う
よ
う
杢
言
葉
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
用
船
を
前
提
と
す
る
た
め
用
船
老
た
る
大
船

主
の
債
務
保
証
が
要
求
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
債
務
保
証
が
あ
る
限
り
、
ン
、
の
船
舶
は
保
証
を
理
由
に
保
証
し
た
大
船
主
に
用
船

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
三
一
年
頃
か
ら
計
画
造
船
以
外
に
白
由
造
船
（
い
わ
ゆ
る
白
己
資
金
船
）
が
建
造
さ
れ
た
が
、
こ

の
場
合
に
も
金
融
機
閑
は
オ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
州
船
先
大
船
主
の
保
証
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
債
務
保
証
は
大
船
主
程

多
い
が
、
大
船
主
で
約
五
〇
〇
億
門
に
上
っ
て
い
る
。
ン
、
し
て
、
こ
の
中
、
約
三
九
〇
億
門
が
三
井
・
郵
船
・
商
船
・
飯
野
．
川
崎

の
五
礼
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
十
杜
は
二
二
〇
万
軍
姓
屯
の
船
腹
を
支
駝
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
一

重
批
屯
当
り
ニ
ニ
一
万
門
を
保
証
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
船
舶
の
平
均
船
価
は
約
五
万
円
で

　
　
　
日
本
海
運
に
お
け
る
独
占
形
態
（
岡
庭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
（
三
八
九
）



立
命
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経
済
学
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第
十
巻
・
第
三
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り
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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ｕ

舳
船
船
船
巡
巡
船
船
運
船
「
」
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、

船
郵
商
汽
海
海
汽
店
海
ギ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
一

井
本
阪
崎
野
同
下
東
菱
口
一

二
口
大
川
販
大
山
日
一
、
一
新
一
令

ナオにから明中額証保
券
　
。

一
債
、

一
　
。
）

一
る
て

一
よ
め

一
に
含

一
習
は

一
告
の

一
報
も

一
券
の
く

上
証
明
除

価
不
を

有
，
の
　
。

の
が
も
る

一
算
た
る
よ

一
決
い
す
に

月
除
対
額

９
を
に
金

年
の
運
面

３
５
も
海
棚

）
の
新
は

註
外
口
式

（
以
八
昧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
（
三
九
〇
し

あ
る
が
、
そ
の
半
分
以
下
の
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

系
列
関
係
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
株
式
の
保
有

　
ま
た
、
オ
ー
ナ
ー
の
株
式
を
保
有
す
る
こ
と
も
系
列
関
係
の

一
因
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
株
式
保
有
の
中
に
は
二

分
の
一
や
そ
れ
に
近
い
割
合
の
も
の
も
あ
る
が
多
く
は
一
割
以

内
の
僅
か
な
比
率
で
あ
る
。
こ
の
金
額
は
額
面
で
十
杜
合
計
三

七
億
円
、
五
杜
で
二
七
億
円
と
比
較
的
に
少
な
い
が
、
オ
ー
ナ

ー
の
資
本
金
は
概
し
て
少
な
く
、
全
部
で
二
〇
〇
億
円
程
度
で

あ
る
か
ら
、
大
体
二
割
を
占
め
る
と
言
う
こ
と
が
出
米
る
の
で

あ
る
。

　
船
舶
の
譲
渡
交
換

　
さ
ら
に
大
船
主
は
ｎ
己
ｏ
保
有
す
る
俄
時
標
準
船
仰
を
オ
ー

ナ
ー
に
譲
渡
し
た
が
、
こ
の
時
に
も
恒
な
る
売
貰
で
な
く
、
系

列
的
譲
波
が
行
な
わ
れ
た
も
の
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら

の
場
合
に
は
大
体
、
売
却
後
も
引
続
い
て
大
船
主
が
川
船
す
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
船
主
は
ｎ



己
の
保
有
す
る
低
性
能
船
を
売
却
し
て
新
造
難
造
資
金
の
一
暫
し
、
さ
ら
に
運
航
船
腹
竺
、
の
ま
ま
確
保
す
る
と
一
一
一
一
。
う
一
石
二

鳥
。
効
果
を
納
め
た
○
で
あ
る
・
戦
後
に
三
六
隻
が
大
船
主
よ
り
オ
ー
Ｔ
に
譲
渡
さ
れ
た
が
、
こ
註
戦
標
船
や
輸
入
買
船
或
い

は
戦
前
の
建
造
船
が
大
部
分
で
、
戦
後
の
も
の
は
初
期
の
も
の
が
四
隻
雲
だ
け
で
雲
。
そ
し
て
一
方
で
は
交
換
等
で
オ
ー
ナ
ー

の
船
舶
が
八
隻
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
譲
渡
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
何
れ
も
戦
後
新
造
の
比
較
的
優
秀
ユ
な
船
で
あ
る
。

　
共
　
　
　
有

ま
た
・
共
有
関
係
宝
っ
て
大
船
表
鶏
差
配
し
て
い
る
も
の
圭
る
。
こ
註
計
画
造
船
で
運
航
業
老
と
の
共
有
で
淳

れ
ば
オ
Ｔ
ナ
ー
の
割
当
を
認
集
か
っ
た
場
合
が
相
童
っ
た
為
で
あ
る
が
、
ン
、
れ
以
外
三
般
の
白
己
纂
船
で
も
共
有
の
例
一
か

あ
り
・
合
計
約
二
〇
隻
に
上
る
・
こ
れ
は
共
有
と
言
っ
て
も
大
船
主
が
船
舶
管
埋
人
と
し
て
一
切
Ｏ
実
務
を
行
な
い
、
オ
、
ー
ナ
ー
は

無
機
能
な
参
加
汽
本
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五
、
企
業
の
合
同
集
約
問
題

　
こ
の
よ
う
に
郵
商
二
大
船
主
の
地
位
が
戦
前
に
比
べ
て
低
い
こ
と
、
大
手
筋
船
主
○
数
が
十
三
杜
と
比
較
的
多
い
こ
と
、
オ
ー
ナ

ー
を
含
め
て
海
運
企
業
の
数
が
多
い
こ
と
か
ら
し
ば
し
ば
、
海
運
企
業
の
合
同
集
約
の
必
要
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
、
１
、
し
て
、
こ
れ

は
不
汎
期
に
た
る
と
扇
烈
し
い
よ
う
で
奮
。
一
般
蓮
の
場
合
に
は
撃
の
策
、
大
企
業
が
巾
小
企
業
を
買
収
令
併
す
る
例

が
多
い
が
・
海
警
場
合
に
は
そ
の
よ
う
高
は
青
毎
一
く
、
整
間
魑
と
し
て
合
塁
約
が
論
苫
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
八
年
の
不
況
期
に
当
時
の
石
井
運
輸
大
｝
は
「
中
小
丁
ナ
ー
の
節
讐
が
必
要
で
あ
る
か
ら
主
姦
航
会
崇
傘

下
の
オ
ー
丁
船
主
の
統
合
に
つ
い
て
方
薯
練
一
て
貰
い
た
い
一
と
要
講
し
た
こ
と
は
あ
つ
た
が
、
竃
に
は
至
差
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
三
九
一
）

　
　
　
口
本
海
運
に
お
け
る
独
占
形
態
（
岡
庭
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
十
巻
．
第
三
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
一
三
九
二
一

大
船
主
の
オ
、
ナ
、
船
腹
に
対
す
る
系
列
的
支
配
が
強
化
さ
れ
れ
ば
事
実
上
は
集
約
さ
れ
て
曾
、
合
同
の
必
要
は
き
と
考
え
た

の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
当
時
か
な
り
烈
し
い
競
争
を
演
じ
て
い
た
運
航
業
者
の
合
同
が
必
要
で
あ
る
と
言
う
考
え
方
の
方
が
強
か
っ

た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
考
え
方
も
実
現
せ
ぬ
う
ち
に
欧
州
ブ
ー
ム
を
迎
え
、
好
況
期
に
入
っ
た
た
め
問
題
は
消
え
な
か
っ
た
・
し

か
し
三
十
三
年
の
不
況
期
に
は
再
び
合
同
集
約
間
題
が
持
ち
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
し
か
し
、
海
運
界
か
ら
起
っ
た
も
の
で
な
く
・
外

部
か
ら
起
つ
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
或
る
新
聞
は
郵
商
合
併
を
報
じ
た
り
、
或
る
新
聞
は
杜
説
で
合
併
を
要
請
し
た
・

　
こ
う
し
た
外
部
の
動
き
は
実
現
性
を
持
た
な
か
つ
た
が
、
三
十
四
年
頃
か
ら
若
干
の
動
き
が
現
わ
れ
姶
め
た
・
最
初
に
合
併
し
た

の
は
東
洋
汽
船
と
日
本
油
槽
船
で
あ
る
。
こ
れ
は
オ
ー
ナ
ー
か
ら
二
流
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
転
化
し
た
東
洋
汽
船
が
営
業
面
の
失
敗
か

ら
金
融
機
関
の
要
請
に
よ
つ
て
日
本
油
槽
船
に
合
併
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
い
で
第
一
汽
船
と
中
央
汽
船
、
浜
根
汽
船
と
武

庫
汽
船
が
合
併
し
た
。
こ
れ
ら
は
二
流
オ
ペ
レ
ー
タ
よ
い
し
、
オ
ー
ナ
ー
で
あ
つ
た
が
、
三
十
六
年
に
亭
っ
て
は
遂
に
日
鉄
汽
船

と
東
邦
海
運
と
日
邦
汽
船
の
合
併
が
発
表
せ
ら
れ
た
。

　
海
運
産
業
に
企
業
合
同
の
少
な
い
の
は
確
に
特
色
で
あ
る
。
ン
、
し
て
企
業
数
は
八
○
○
の
多
数
に
上
っ
て
い
る
・
し
か
し
・
こ
れ

ら
の
企
業
の
相
当
数
が
大
企
業
の
傘
下
ま
た
は
系
列
下
と
し
て
海
運
ト
ラ
ス
ト
に
似
た
よ
う
な
形
態
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
・

従
つ
て
、
大
手
肋
船
主
の
独
占
力
は
ユ
、
の
保
有
船
腹
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
の
で
あ
る
。
戦
後
の
塊
在
ま
で
○
段
陪
は
こ
の
海
運
グ

ル
ー
ブ
の
形
成
に
あ
つ
た
。
、
！
、
の
た
め
企
業
合
同
が
如
何
に
叫
ば
れ
て
も
一
向
に
実
塊
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
三
十
五
年

以
後
は
新
し
い
段
階
を
迎
え
た
。
ン
、
れ
は
海
運
産
業
の
技
術
革
新
に
伴
な
う
超
大
型
船
の
出
塊
で
あ
る
。
そ
の
た
め
タ
ソ
ヵ
１
は
今

後
は
四
．
七
万
屯
型
な
い
し
六
．
五
万
屯
型
が
櫟
準
型
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
、
鉱
行
噂
川
船
も
四
・
五
万
屯
が
標
準
型
と
な
る
で

あ
ろ
う
、
四
．
五
万
屯
と
か
六
．
五
万
屯
と
言
う
の
は
中
小
オ
ー
ナ
ー
什
Ｏ
保
有
船
阪
壮
で
あ
る
し
ま
た
、
船
艘
批
も
著
し
く
璃
加



し
よ
う
と
し
て
い
る
ｃ
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
規
模
の
小
さ
な
船
主
で
は
新
造
船
を
建
造
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
ｃ
こ
う
し
た
必
要

か
ら
二
流
船
主
問
の
合
併
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
東
邦
海
運
・
日
鉄
汽
船
・
日
邦
汽
船
の
場
合
に
は
明
ら
か
に
鉄
鋼
資
本
を
背

後
に
持
つ
も
の
で
こ
れ
と
東
邦
海
運
の
筆
頭
持
主
で
あ
る
郵
船
と
の
結
合
に
よ
っ
て
鉄
鉱
石
輸
送
に
新
分
野
を
拓
こ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
現
在
の
企
業
合
同
は
既
に
海
運
政
策
の
領
域
を
超
え
て
、
新
し
い
海
運
産
業
構
造
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
性
質
を
持

っ
て
い
る
。
今
後
の
傾
向
が
ど
の
よ
う
に
発
展
す
る
か
は
わ
が
国
海
運
の
独
占
形
態
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
大
船
主
の
競
争
者
と
し
て
の
外
国
船
と
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
キ
ャ
リ
ヤ
ー

　
こ
の
よ
う
に
戦
後
の
日
本
海
運
に
、
大
手
筋
船
主
に
よ
る
定
期
航
路
中
心
の
独
占
形
態
が
略
完
成
し
た
時
に
新
し
い
変
化
が
起
っ

て
来
た
。
こ
れ
は
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ァ
ル
キ
ャ
リ
ャ
ー
の
出
現
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
海
運
は
本
来
、
商
業
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
、

商
人
協
主
（
マ
ー
チ
ャ
ソ
ト
キ
ャ
リ
ヤ
ー
）
が
最
初
の
形
態
で
あ
っ
た
。
ン
、
れ
が
海
運
の
商
業
よ
り
の
分
離
に
よ
り
、
海
運
専
業
者

（
コ
ソ
モ
ソ
キ
ャ
リ
ャ
ー
）
が
支
配
形
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ご
く
最
近
の
海
運
に
は
新
し
い
産
業
船
主
（
イ
ソ
ダ
ス

ト
リ
ァ
ル
キ
ャ
リ
ヤ
ー
）
が
出
現
し
て
来
た
。
石
汕
会
杜
の
タ
ソ
カ
ー
保
有
、
鉄
鋼
会
杜
の
鉱
石
蒋
州
船
保
有
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。

従
来
は
船
艘
需
要
者
で
あ
る
荷
主
産
業
が
直
接
船
舳
を
保
有
す
る
例
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
。
こ
と
に
わ
が
国
で
は
計
画
遣
船
が
海

運
専
業
噺
を
優
先
し
、
水
産
会
礼
や
石
油
会
朴
に
タ
ソ
カ
ー
が
少
姑
割
当
て
ら
れ
た
程
度
で
あ
っ
た
た
め
、
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ァ
ル
キ

ャ
リ
ャ
ー
の
例
は
少
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
が
三
一
年
頃
か
ら
次
第
に
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ァ
ル
キ
ャ
リ
ャ
ー
が
増
加
し
姶
め
た
。
こ
れ
は
タ
ソ
ヵ
ー
ヤ
鉱
石
専
州
船
に
例
が

　
　
　
日
本
海
運
に
お
け
る
独
占
形
態
（
岡
庭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
三
九
三
）



　
　
　
立
命
館
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済
学
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六
八
　
（
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多
、
す
な
わ
ち
、
ス
ー
バ
ー
タ
ソ
ヵ
－
や
鉱
石
専
用
船
が
出
現
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
荷
主
と
の
長
期
契
約
に
よ
っ
て
運
航
さ
れ
る

の
で
荷
主
産
業
と
の
関
係
が
密
接
に
な
り
、
荷
主
会
杜
の
傘
下
会
杜
や
或
い
は
海
運
会
杜
と
の
共
同
出
資
に
よ
る
船
舶
保
有
の
例
が

増
加
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
直
按
に
荷
主
産
業
が
海
運
部
門
を
経
営
す
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
同
系
統
の
荷
主
、
造
船
所
、

海
運
会
杜
、
保
険
会
杜
な
ど
の
共
同
出
資
会
杜
に
よ
る
と
か
、
或
い
は
直
接
保
有
す
る
船
舶
も
海
運
会
杜
の
運
航
委
托
に
な
る
例
が

多
い
・
し
か
し
、
日
正
汽
船
の
よ
う
に
日
本
鉱
業
傘
下
の
会
杜
と
し
て
発
達
し
た
が
相
当
劫
の
船
舶
を
用
船
し
、
旧
来
の
十
三
大
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
挑
戦
す
る
も
の
も
現
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
大
荷
主
は
、
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ァ
ル
キ
ャ
リ
ャ
ー

以
外
に
、
各
海
運
会
杜
の
長
期
契
約
に
よ
っ
て
船
舶
を
専
航
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
従
来
の
独
占
形
態
は
定
期
航
路
で
は
航
路
同

盟
に
よ
っ
て
大
船
主
中
心
の
ヵ
ル
テ
ル
が
結
ば
れ
、
不
定
期
船
で
は
主
要
貨
物
毎
に
引
受
グ
ル
ー
プ
が
構
成
さ
れ
、
輸
送
協
議
会
に

よ
る
ヵ
ル
テ
ル
が
支
配
し
て
い
た
。
し
か
し
、
大
荷
主
は
船
舶
毎
に
長
期
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
大
船
主
の
独
占

と
は
関
係
な
く
、
船
舶
を
専
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
も
、
最
も
増
加
の
著
し
い
石
油
や
鉄
鉱
石
は
こ
の
対
象
と
な
り
得
る
の

で
あ
り
、
定
期
航
路
の
貨
物
は
ン
、
れ
程
の
成
長
は
見
ら
れ
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
専
川
船
や
ろ
－
パ
ー
タ
ソ
ヵ
ー
の
部
門
で
は
、
大
船
主
独
占
に
対
す
る
相
当
の
進
出
が
見
ら
れ
た
。
オ
ー
ナ
ー
は
大

船
主
の
系
列
支
配
の
強
化
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
部
門
に
進
出
す
る
力
は
な
く
、
例
は
少
な
い
。
し
か
し
、
日
正
汽
船
．
照
国
海

連
・
太
平
洋
海
連
・
日
本
汕
槽
船
・
束
京
タ
ソ
ヵ
１
箏
の
二
流
オ
ベ
レ
ー
タ
ー
ヤ
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ァ
ル
キ
ヤ
リ
ヤ
ー
の
進
出
が
〔
立

つ
て
い
る
。
郵
船
・
三
井
・
川
崎
・
大
同
等
、
従
来
の
大
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
タ
ソ
カ
ー
ヤ
鉱
右
専
州
船
の
進
出
の
例
も
見
ら
れ
る
し
、

こ
と
に
日
潅
汽
船
は
鉱
石
博
用
船
中
心
の
経
帖
に
転
換
し
た
が
、
日
産
以
外
の
各
杜
で
は
槻
有
勢
力
に
対
し
て
転
換
Ｏ
割
合
が
低
く
、

大
阪
商
船
等
は
ほ
と
ん
ど
例
が
見
ら
れ
な
い
つ
こ
の
よ
う
に
、
大
手
肋
大
船
主
の
ス
ー
バ
ー
タ
ソ
ヵ
－
ヤ
鉱
石
噂
川
船
へ
の
進
出
が



や
や
遅
れ
た
○
は
、
や
は
り
従
来
の
定
期
航
路
を
中
心
と
す
る
経
営
概
念
が
原
囚
と
な
っ
て
い
る
も
○
と
見
ら
れ
る
が
、
海
運
政
策

も
関
係
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
外
国
船
と
の
競
争
で
も
苦
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
た
。
外
国
船
は
一
般
に
金
利
負
担
が
少
な
く
コ
ス
ト
が
安
い
が
、
、
１
、
の

上
、
日
本
造
船
所
へ
発
注
し
た
場
合
に
は
輸
出
入
銀
行
の
非
常
に
低
利
の
融
資
を
受
け
て
い
た
の
で
、
日
本
船
よ
り
は
る
か
に
有
利

で
あ
っ
た
。
わ
が
国
の
商
杜
は
長
期
契
約
の
貨
物
を
提
供
し
て
外
国
船
の
日
本
造
船
所
へ
の
発
注
を
誘
引
し
た
。
貨
物
付
低
利
資
金

付
の
輸
出
船
と
呼
ば
れ
る
条
件
が
こ
れ
で
あ
る
。
主
要
産
業
は
こ
の
よ
う
な
仕
組
船
方
式
の
外
国
船
を
用
船
し
た
例
が
多
く
、
こ
の
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面
か
ら
も
大
手
筋
船

主
の
独
占
は
影
響
を

受
け
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
七
、
含
後
の
船
腹
拡
充
と
専
用
船
会
社
案

一
方
タ
ソ
ヵ
－
ヤ
専
州
船
に
対
す
る
船
腹
．
需
要
は
益
々
烈
し
く
な
っ
て
来
た
。
従
来
の
流
運
政
災
が
定
期
航
路
を
中
心
と
す
る
大

　
　
日
本
海
連
に
お
け
る
独
占
形
態
（
岡
庭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
（
三
九
五
）
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手
筋
船
主
の
考
え
方
を
反
映
し
、
海
運
企
業
の
体
質
改
善
の
た
め
と
し
て
新
造
船
の
建
造
を
抑
制
し
て
い
る
問
に
、
日
本
経
済
の
成

長
は
大
量
の
船
腹
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鉄
鋼
業
老
は
年
戊
増
加
す
る
高
炉
原
料
の
た
め
に
四
五
年
度
に
は
鉄
鉱
石
五
〇

〇
〇
万
屯
を
輸
入
し
、
こ
の
た
め
四
・
五
万
屯
型
専
用
船
八
一
隻
（
鉱
石
用
六
九
隻
・
石
炭
川
二
一
隻
）
の
建
造
を
必
要
と
考
え
、

そ
の
た
め
の
船
腹
増
強
対
策
を
要
求
し
た
。
ま
た
、
石
油
会
杜
も
現
在
の
よ
う
な
拡
充
状
況
で
は
三
九
年
に
早
や
丁
皿
型
換
算
四
一

隻
分
の
船
舶
が
不
足
す
る
と
見
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
豫
測
は
そ
の
後
の
計
算
で
は
益
々
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
海
運
界
で
は
如
何
に
対
処
す
る
か
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
日
本
経
済
の
成
長
に
必
要
な
船
腹
を
拡
充
す
る
こ
と

が
出
来
ず
、
も
し
、
外
国
船
に
依
存
す
る
な
ら
ば
成
長
政
策
は
国
際
収
支
の
面
で
破
綻
を
来
た
す
こ
と
に
な
る
。
運
輸
省
は
九
七
〇

万
総
屯
拡
充
案
を
た
て
た
が
、
こ
の
中
、
四
〇
〇
万
総
屯
が
昭
和
四
一
年
三
月
ま
で
に
控
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の

拡
充
案
は
タ
ソ
ヵ
１
や
専
川
船
に
重
点
が
お
か
れ
て
お
り
、
三
六
年
七
月
に
公
募
さ
れ
た
十
七
次
計
画
造
船
も
タ
ソ
ヵ
ー
や
専
川
船

の
応
募
が
多
く
、
定
期
航
路
は
募
集
屯
数
程
度
に
留
ま
っ
た
が
こ
れ
も
始
め
て
の
塊
象
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
今
後
の
船
舳
拡
充
の
重
点
は
も
は
ヤ
定
期
航
路
で
は
な
く
、
タ
ソ
ヵ
ー
や
専
川
船
に
移
っ
た
の
で
あ
る
、
だ
が
、
大

手
筋
船
主
と
し
て
は
こ
の
新
し
い
業
板
で
ど
の
よ
う
に
し
て
独
占
的
地
位
を
占
め
る
べ
き
か
、
従
来
の
定
期
航
路
の
よ
う
に
航
路
ｎ

盟
の
よ
う
な
ヵ
ル
テ
ル
体
制
を
と
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
こ
れ
ら
の
超
大
型
船
は
雄
遣
前
か
ら
一
〇
年
以
上
の
輸
送
契
約
が
結
ば
れ

る
の
で
、
荷
主
と
採
鼻
に
合
う
連
賃
で
契
約
を
結
べ
ぱ
大
船
主
で
な
く
と
も
保
有
す
る
こ
と
が
出
米
る
。
従
っ
て
大
手
肋
船
主
と
し

て
も
計
画
遣
船
ヤ
或
い
は
定
期
航
路
の
よ
う
に
独
占
体
制
を
形
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
三
六
年
体
、

わ
が
因
最
初
の
七
万
屯
型
タ
ソ
ヵ
ー
の
長
期
輸
送
契
約
が
、
三
六
年
を
始
期
と
し
て
緕
ば
れ
た
、
こ
の
契
約
ｏ
第
一
船
は
大
子
肋
船

主
で
な
く
、
従
来
オ
ー
ナ
ー
と
見
ら
れ
て
い
た
中
船
主
で
あ
り
、
第
二
船
は
水
産
会
社
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
一
こ
れ
に
対
し
、
大
丁



筋
船
主
の
意
向
と
し
て
強
い
反
擦
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
○
運
賃
は
大
型
船
と
し
て
は
採
算
に
合
う
料
率
で
あ
り
、
大
手
筋
の

仕
払
っ
て
い
る
用
船
料
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
有
利
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
反
擬
の
本
当
の
理
由
は
独
占
を
破
ら
れ
た
こ
と
に
対
す

る
不
満
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

　
こ
う
し
た
巾
船
主
の
進
出
を
抑
え
る
た
め
に
大
船
主
問
で
は
種
Ａ
の
考
え
方
が
あ
っ
た
。
大
手
筋
の
中
で
も
巨
大
数
杜
に
よ
っ
て
、

荷
主
と
の
共
同
出
資
に
よ
る
専
用
船
保
有
会
杜
を
設
立
し
、
こ
の
会
杜
が
タ
ソ
ヵ
１
専
用
船
の
拡
充
を
引
受
け
、
こ
の
輸
送
実
務
は

大
船
主
に
任
せ
る
と
云
う
案
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
タ
ソ
ヵ
１
、
専
用
船
の
需
要
を
ほ
ぼ
独
占
す
る
こ

と
が
出
来
る
訳
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
案
は
次
に
他
産
業
か
ら
種
六
の
案
が
現
わ
れ
た
た
め
遂
に
公
に
１
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
ン
、
の
案
の
一
つ
は
造
船
工
業
会
糺
の
専
用
船
保
有
杜
案
で
あ
る
。
造
船
所
は
船
腹
拡
充
す
な
わ
ち
、
造
船
発
注
と
云
う
訳
で
極
め

て
熱
心
で
あ
る
が
、
ン
、
の
案
に
よ
れ
ば
、
荷
主
産
業
と
造
船
所
の
出
資
に
よ
る
専
用
船
保
有
会
杜
を
設
立
し
、
こ
の
会
杜
が
専
用
船

や
タ
ソ
ヵ
ー
を
発
注
し
て
、
運
航
実
務
だ
け
を
海
連
会
杜
に
下
請
け
さ
せ
る
と
言
う
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
造
船
所
が
考
え
る

の
は
船
腹
拡
充
資
金
の
調
達
の
た
め
で
あ
る
。
班
在
海
運
会
杜
は
経
双
内
春
が
悪
く
、
資
金
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
発
注
船
の
代
価

支
払
い
が
極
め
て
悠
く
、
多
く
の
場
合
は
半
額
秩
度
を
、
完
成
後
五
年
以
上
の
年
賦
払
い
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
造
船
所
と
し
て

も
苦
し
い
こ
と
で
、
今
後
の
大
枇
雄
造
の
資
金
調
達
の
た
め
一
つ
の
丁
段
と
し
て
こ
れ
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
海
連

界
で
は
も
と
よ
り
反
対
し
て
い
る
。
巾
川
船
会
杜
と
言
っ
て
も
資
金
を
持
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
財
政
資
金
や
民
問
金
融
機
関
の

借
入
れ
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
た
ら
ば
そ
の
資
金
を
本
当
に
船
舶
実
務
を
担
当
す
る
海
運
会
杜
に
貧
付
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、

と
一
汽
う
ｏ
で
あ
る
。
ま
た
、
経
済
企
画
庁
か
ら
も
荷
主
や
海
運
会
杜
造
船
所
坪
の
山
資
に
よ
る
専
川
船
保
有
会
杜
案
が
出
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
海
運
会
礼
が
反
対
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
岱
実
、
海
運
業
務
の
振
興
に
は
不
都
合
な
点
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
日
本
海
運
に
お
け
る
独
占
彩
態
（
岡
庭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
（
三
九
七
）
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以
上
の
よ
う
な
特
殊
会
杜
に
よ
る
専
用
船
保
有
案
に
対
し
て
は
船
主
協
会
姶
め
海
運
会
杜
は
何
れ
も
反
対
し
、
運
輸
省
も
賛
成
し

て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
案
が
実
現
し
た
場
合
に
は
こ
の
特
殊
会
杜
の
保
有
す
る
専
用
船
は
大
手
筋
オ
ベ
レ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
運
航
さ

れ
、
中
小
船
主
は
排
除
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
大
手
筋
船
主
と
し
て
船
腹
保
有
が
荷
主
ざ
〆
、
の
他
○
資
本
傘
下
に
あ
る
専
用
船

会
杜
に
あ
る
こ
と
は
経
営
上
決
し
て
面
白
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
条
件
で
は
充
分
な
運
賃
が
与
え
ら
れ
る
か
疑
わ
し
い
し
、
一
方
保

有
会
杜
は
元
利
返
済
に
必
要
な
使
用
料
を
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
。
ン
、
れ
で
最
初
に
白
分
等
に
よ
る
保
有
会
杜
の
設
立
を
秘
か
に
考
え

た
大
手
筋
船
主
も
保
有
会
杜
案
に
は
反
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
荷
主
産
業
の
船
腹
需
要
は
ま
す
ま
す
大
き
く
、
各
航
路
で
長
期
契
約
を
前
提
と
す
る
専
用
船
ヤ
タ
ソ
ヵ
－
の
雄
造
は
大
鈷

に
増
加
し
た
。
こ
う
し
て
専
用
船
の
建
造
は
漸
く
盛
に
な
っ
て
お
り
、
従
来
や
や
消
極
的
で
あ
っ
た
大
手
筋
船
主
も
懸
命
に
努
力
し

て
い
る
。
ン
、
し
て
、
こ
れ
ら
の
建
造
に
当
っ
て
独
占
を
実
現
す
る
た
め
に
は
目
下
の
と
こ
ろ
計
画
造
船
よ
り
ほ
か
に
な
い
。
計
画
造

船
の
大
最
建
造
が
漸
く
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
今
後
は
こ
れ
を
通
じ
て
大
手
筋
の
独
占
が
計
画
さ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

八
、
結
　
　
　
論

　
以
上
を
要
す
る
に
日
本
の
海
運
に
お
け
る
独
占
の
状
況
は
職
前
と
塊
在
で
は
著
し
い
相
異
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
船
腹
保
有
の
而

で
は
明
治
末
年
以
米
、
郵
船
・
商
船
の
二
杜
と
そ
の
傘
下
を
含
め
た
海
運
ト
ラ
ス
ト
、
ま
た
は
東
洋
汽
船
・
日
沽
汽
船
も
加
え
た
糺

船
が
大
体
四
割
前
後
を
占
め
て
来
た
。
そ
れ
が
職
後
に
は
郵
・
商
二
杜
の
比
率
は
一
一
％
に
低
下
し
、
大
丁
士
二
大
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

で
半
ば
近
く
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
○
点
は
統
局
、
郵
・
商
二
礼
を
中
心
と
す
る
礼
船
と
言
、
っ
も
の
が
戦
後
で
は
十
三
大
オ



ペ
レ
ー
タ
ー
に
代
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
猿
占
比
率
も
ン
、
れ
程
高
い
と
は
見
え
な
い
、
だ
が
、
運
航
面
で
は
は
る
か
に
高
度

に
上
り
、
十
三
杜
と
そ
○
傘
下
で
約
八
割
の
船
腹
を
運
航
し
、
こ
と
に
定
期
航
路
で
は
、
九
五
％
の
独
占
率
を
占
め
て
い
る
。
従
っ

て
、
海
運
ト
ラ
ス
ト
な
い
し
、
系
列
支
配
に
よ
る
独
占
形
態
は
実
は
は
る
か
に
高
度
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
十
三
杜
と

は
言
え
、
そ
の
企
業
規
模
に
は
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
郵
商
船
の
ほ
か
、
三
井
・
川
崎
・
飯
野
の
五
杜
と
他
の
八
杜
と
の
問
に
は
相

異
が
あ
り
、
ま
た
八
杜
中
一
杜
は
郵
船
の
勢
力
が
か
な
り
及
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
独
占
形
態
の
形
成
に
は
補
助
金
等
の
国
の
政
策
が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
前
．
戦
後
を
通
ず
る
わ

が
国
海
運
の
特
徴
で
あ
る
。
明
治
以
来
、
郵
商
二
杜
に
は
多
額
の
補
助
金
が
交
付
せ
ら
れ
、
こ
れ
が
独
占
的
地
位
の
有
力
な
基
盤
と

な
っ
て
い
た
。
戦
後
、
こ
の
補
助
金
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
郵
・
商
両
杜
の
地
位
が
戦
前
に
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
原
因
で
あ
る
。
し

か
し
、
補
助
金
が
な
く
と
も
、
計
画
造
船
を
通
じ
て
よ
り
強
力
な
独
占
政
策
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
主
婁
定
期
航
路
を

独
占
し
、
一
方
、
中
小
船
主
の
船
腹
を
系
列
的
に
支
配
し
、
運
航
市
場
を
独
占
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
運
に
お
け
る
独
占
形
態
は
そ
れ
程
強
力
で
も
な
い
。
大
手
筋
船
主
の
オ
ー
ナ
ー
に
支
払
う

用
船
料
は
安
く
、
運
賃
収
入
と
の
問
に
相
当
の
差
益
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
船
主
が
追
加
利
澗
を
得
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
独
占
形
態
は
英
国
系
航
路
同
盟
に
よ
る
定
期
航
路
独
占
…
…
例
え
ば
欧
州
航
路

…
…
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
が
、
国
の
内
而
指
導
や
金
融
機
閑
と
の
緒
合
に
よ
っ
て
行
た
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
海
運
行
政

上
の
問
題
、
金
融
上
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
な
ら
ば
、
大
手
筋
船
主
の
独
占
も
ど
の
程
度
ま
で
維
持
出
来
る
か
疑
わ
し
い
、
少
く
と

も
他
産
業
の
よ
う
に
大
企
業
の
新
式
設
席
に
よ
る
低
廉
に
し
て
優
秀
な
製
品
が
、
中
小
企
業
の
製
品
を
圧
倒
す
る
と
言
う
よ
う
な
箏

例
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
日
本
海
運
に
お
け
る
独
占
形
態
（
岡
庭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
三
九
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
（
四
〇
〇
）

　
こ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
。
戦
後
の
日
本
海
運
が
補
僕
金
の
打
切
り
や
高
金
利
体
制
に
よ
っ
て
、
経
理
内
容
が
悪
く
、
資
本
蓄
積
が

な
い
こ
と
に
も
よ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
海
運
自
体
の
性
質
に
も
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
海
運
で
は
電
鉄
の
よ
う
に
地
域
独
占

が
出
来
な
い
。
内
航
海
運
と
か
或
い
は
局
地
的
な
定
期
航
路
に
は
地
域
独
占
も
あ
り
得
る
が
、
外
航
海
運
に
は
公
海
自
由
の
原
則
が

あ
り
、
一
応
国
際
的
な
白
由
競
争
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。
定
期
航
路
に
お
け
る
航
路
同
盟
は
因
際
海
運
ヵ
ル
テ
ル
で
大
船
主
に
よ
る

独
占
体
制
を
形
成
す
る
が
こ
れ
ま
た
絶
対
と
は
言
え
な
い
。
米
因
系
同
盟
は
加
入
白
由
で
あ
り
、
ま
た
、
盟
外
船
と
の
競
争
や
或
い

は
定
期
航
賂
の
う
ち
大
旦
里
貨
物
は
不
定
期
船
と
の
白
由
競
争
に
任
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
が
圃
の
海
運
政
策
で
は
こ
の
定
期
航
路
を
中
心
と
す
る
独
占
体
制
の
た
め
に
相
当
の
注
意
が
払
わ
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
こ
れ

以
上
に
完
全
な
独
占
が
可
能
な
航
路
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
運
航
市
場
の
独
占
と
言
い
定
期
航
路
の
独
占
と
言
っ
て
も
結
局
、
行

政
力
や
金
融
機
関
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
、
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
海
連
の
輪
送
用
役
と
言
う
も
の
の
集
中
生
産
に
は
限
界
が
あ
る
。
一
般
に
重
要
産
業
で
は
大
工
場
に
よ
る
集
中
生
産
の
方

が
コ
ス
ト
が
安
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
海
連
の
場
合
は
船
舳
単
位
に
運
航
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
超
大
型
船
一
隻
の
船
価
と

■
っ
て
も
マ
ソ
モ
ス
エ
場
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
、
ン
、
れ
で
、
結
局
、
船
舶
の
数
だ
け
、
船
主
が
あ
っ
て
も
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
ｏ
よ
う
な
晦
情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
海
遮
界
で
大
乎
筋
独
｛
が
迷
成
さ
れ
た
ｏ
は
緒
局
、
因
の
海
連
政
災
に
よ
る
も
の

で
あ
る
、
従
っ
て
定
期
航
賂
を
巾
心
と
す
る
軌
在
ｏ
海
逃
ｏ
産
業
椛
造
が
変
化
し
て
く
る
と
ン
、
ｏ
独
占
支
配
の
基
盤
は
動
揺
せ
ざ
る

を
得
な
い
、
定
期
航
賂
で
独
占
形
態
を
完
伐
し
た
よ
う
に
タ
ソ
ヵ
１
や
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ャ
ー
で
独
｛
形
態
を
硯
出
す
る
こ
と
は
１
本
米

○
性
賃
Ｌ
Ｌ
無
〃
が
あ
る
つ
徒
っ
て
こ
れ
を
火
机
す
る
二
は
仰
び
旧
り
海
逃
政
派
に
よ
る
ほ
か
は
な
い
、
こ
Ｏ
忠
味
か
ら
今
後
Ｏ
計
画

造
船
こ
ン
、
沽
□
を
．
奥
す
る
で
あ
ろ
う
。


